
主な内容
ご成人おめでとう ……………………………………2

天川村職員募集 ………………………………………3

国保診療所・ほほえみポート天川・ごみ収集 9月の予定表……7～8

保健事業のお知らせ ………………………………10

旅をする蝶　アサギマダラが天川に飛んで来た！………11

お知らせ ………………………………………12～13

広 報

2008.8.31発行

No.379

8

新成人おめでとうございます
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○ 何となく毎日を過ごすんじゃなく、後悔しないよ
うに今しか出来ないことや、やってみたいことをや
りつくしたい。
○ 大学でやるべきことをし、夢に向かってがんばる
ことです。
○ 成人になったので、今まで以上に親や他の人たち
に迷惑をかけないようにし、責任のある行動をして
いこうと思いました。

○ 体に気をつけ、健康であるありがたさを忘れず、頑張っていきたいです。就職がきまったら、
今まで育ててくれた両親に親孝行したいです。

○ 社会に出た今となっても、安心出来る安らぎを与えてくれ
る場所。
○ いつでも自分をあたたかくむかえてくれる故郷。いつまで
も変わらず、きれいな場所であって欲しいです。
○ たいせつな故郷、ここで生まれ、ここで育ち、なくてはな
らない一番たいせつな所です。天川村の自然は、このまま残
ってほしいです。
○ 一番　落ち着く所。いつ帰ってもみんな温かく声をかけて
くれたりで、天川村の人も自然も大好きです。天川村出身で
あることに誇りをもっています。

　恒例となったお盆の成人式が、今年も天川村山村開発センターで行われ、19人（男子11人・女子8人）

が出席されました。�

　厳粛に式典が行われるなか、車谷村長・大谷教育委員長・植林村議会議長・赤井洞川中学校長から温か

い祝福の言葉がおくられました。このあと成人者を代表して森田浩平さんが謝辞を述べられました。�

　式典後の懇親会では、思い出の写真によるスライドショーや、近況報告等で久しぶりの再会に話が弾

んでいました。�

　恒例となったお盆の成人式が、今年も天川村山村開発センターで行われ、19人（男子11人・女子8人）

が出席されました。�

　厳粛に式典が行われるなか、車谷村長・大谷教育委員長・植林村議会議長・赤井洞川中学校長から温か

い祝福の言葉がおくられました。このあと成人者を代表して森田浩平さんが謝辞を述べられました。�

　式典後の懇親会では、思い出の写真によるスライドショーや、近況報告等で久しぶりの再会に話が弾

んでいました。�

成人おめでとうございます。

「 20歳の抱負」「ふるさと天川村への思い」は、新成人からいただいたアンケートより抜粋
させていただきました。

20歳の抱負

ふるさと天川村への思い
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天川村では、次のとおり職員を募集します。

★ 職種・採用人員

一般事務職、採用予定人員若干名

★ 受験資格

（１）昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人
（２）地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。

・成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）
・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくな
るまでの者
・天川村職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
・日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の
団体を結成し、又はこれに加入した者

（３）日本国籍を有しない人については、在留活動に制限のない在留の資格を有する人に限
ります。

★ 受験申込先・受付期間

（１）申込先 〒638－0392 奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
天川村役場総務課人事係

（２）期　間 平成20年９月１日（月）～９月16日（火）８：30～17：00

（ただし、土・日曜日、祝祭日は除く、郵送の場合は９月16日必着）

★ 受験手続

（１）試験申込書は、天川村役場総務課人事係で配布します。
※ 郵便による場合は、「採用試験申込用紙請求」と朱書した封筒に、宛先明記の返信用
封筒（90円切手を貼ったもの）を同封のうえ、天川村役場総務課人事係（〒638-0392
吉野郡天川村大字沢谷60番地）へ請求してください。

（２）受験申込の方法
受験希望者は、所定の志願書及び試験申込書に必要事項を記入し、天川村役場総務課

人事係に提出してください。
※ 郵便による場合は、封筒の表に必ず「職員採用受験」と朱書し、簡易書留又は配達記
録で郵送してください。
※　インターネット・メールによる受験申込はできません。

★ 試験日時・場所

（１）日　　時 平成20年10月19日（日）
集合時間 午前８時40分　試験開始　午前９時

（２）場　　所 天川村大字沢谷60番地　天川村山村開発センター

★ 問い合わせ 天川村役場総務課人事係　1：０７４７－６３－０３２１

天 川 村 職 員 募 集
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９月は、「高齢者保健福祉月間」です。近年、高齢化、少子化が急速に進み、大きな社会問題とな
っています。本村においても65歳以上の高齢者人口が全人口の40％以上を占めています。高齢者が
生きがいをもち、健康で安心して生活できる長寿社会をつくるためには、国民一人一人が高齢者の
問題を自分自身のものとして身近に理解し、家庭、地域社会、職場、学校等あらゆる場面で、適切
に役割を果たして行くことが必要です。このような観点から、この月間中に本村においても下記の
とおり社会福祉大会を開催します。みなさんお誘いあわせてご参加下さい。
◆　日　時 ９月12日（金）午前10時～
◆　場　所 山村開発センター　大ホ－ル

65歳以上の方に簡単な昼食を用意しています。
午後は漫才等の余興を予定しておりますのでお楽しみ下さい。

恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の「ご本人」に、『特別慰労品』を贈呈しています。（ご遺
族の方は対象となりません）。「引揚者」は、終戦の日まで引き続き１年以上外地で生活していて戦
後引き揚げてきた家族全員が対象です。
請求期間は、平成21年３月31日までです。未請求の方は、早急に申請してください。
資格要件等のお問い合わせは、次の独立行政法人平和記念事業特別基金まで
（請求に関する「お問合わせ」や「ご相談」は無料です。）
無料電話　0120－234－933（月～金、9：15～17：15、土日祝日休）
＊請求書は、役場住民課の窓口に備えています。 1６３－０３２１

本年度、住宅・土地統計調査が行われます。この調査は５年に一度10月１日を基準日として行わ
れ、全国の約350万の世帯が対象となる、住宅・土地に関する最も基本的な調査です。
調査の結果は、皆様の豊かな住生活を実現するための資料となります。
調査をお願いするお宅には、９月下旬より知事が任命した調査員が調査票をお届けし、後日回収

に伺いますので、ご協力をお願いします。
●調査の結果は、国や地方自治体の住生活関連施策などの重要な資料となります。
●調査票に記入された事柄は、統計を作ることだけに使うもので、その他の目的に使うことはあ
りません。

問合先 天川村役場　地域政策課　統計係　1６３－０３２１（内線152）

毎年９月10日は「屋外広告の日」です。県・村においても、良好な景観形成の一環として、違反
広告物の是正活動や、関係機関団体との連携による制度啓発等の取組を進めています。

9月は高齢者保健福祉月間

平成20年住宅・土地統計調査にご協力願います。

9月10日は「屋外広告の日」

いまだ「特別慰労品」の請求をされていない皆様へ

奈良県は多くの歴史文化遺産と一体をなす歴史的風土と自然環境に恵まれた地です。
これらの貴重な自然・歴史景観と調和した屋外広告景観を創造するため、以下の取組を連携して進

めていきましょう。
１．景観を阻害している違反屋外広告物の追放
２．屋外広告物条例の遵守及び屋外広告物制度の周知・啓発
３．地域と一体となった美しい景観づくりの推進
４．周囲の景観に配慮した屋外広告物の掲出
なお、屋外広告業を営む場合は奈良県知事（奈良市内の場合は奈良市長）の登録が必要です。看板

等は必ず登録事業者に依頼しましょう。また、屋外広告物を掲出する場合には村長の許可が必要です。
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当月末の口座振替（早割）
保険料を当月末の口座振替（早割）にすると、月々50円お得です！　　（保険料額は平成20年度）
毎月、現金で納付する場合　　　　　　１４，４１０円
口座振替で早割にした場合　　　　　　１４，３６０円　　　割引額　　50円

口座振替による６か月分の前納
６か月分（４月分～９月分、10月分～翌年３月分）の保険料を口座振替によりまとめて前納すると、現金で

月々保険料を納付した場合に比べ、それぞれ９８０円お得です！
現金で６か月分を納付した場合　　　　　８６，４６０円
口座振替により６か月納付した場合　　　８５，４８０円　　　割引額　980円
４月分～９月分は４月末に、10月分～翌年３月分は10月末に一括して振替となります。
・月末が休日に当たる場合は、翌営業日に振替日となります。
・その他、翌月末の口座振替、４月～翌年３月までの口座振替による１年前納（４月末振替）もあります。
お申し込みについて
口座振替納付（変更）申出書に必要事項を記入・押印（金融機関の届出印）し、社会保険事務所または金融機

関にご提出ください。
10月分～翌年３月分までの６か月分の前納をご希望の方は、８月末までに、４月分～９月分までの６か月分の

前納、または、４月分～翌年３月分までの１年分の前納をご希望の方は２月末までに、お申し込みください。

国民年金保険料の納付は「口座振替」が“便利”で“お得”です。

クレジットカードによる納付
口座振替のほか、クレジットカードによる納付もできます。クレジットカード納付には毎月（当月末立替）、６か

月分の前納（４月末及び10月末立替）、１年分の前納（４月末立替）の納付方法があります。
この場合の保険料額は、現金で納付される場合と同じ額となります。
クレジットカードによる納付をご希望の方は、クレジットカード納付（変更）申出書に、必要事項を記入・押印

の上社会保険事務所へご提出ください。

詳しくは、社会保険庁ホームページ（http://www.sia.go.jp/）をご覧ください。
天川村・奈良社会保険事務局

短 期 水 泳 教 室
昨年に引続き、８月４日（月）から８月８日

（金）まで天川小学校に講師の先生を招いて短期
水泳教室を開催しました。
天候が良くない日もあり、４日間しか出来ま

せんでしたが、参加したこども達は、水泳の基
礎を丁寧に教えていただきました。
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天川村子ども会連絡協議会（会長　奥田厳夫氏）は、洞川
公民館の久保さん、ふるさとセンターつどいの青木さんの協
力を得て、７月25日（金）村内小学生４年生から６年生の男女
13人で都祁村吐山にある野外活動センターに行ってきました。
午前中は、森の中に設置された20ヶ所のアスレチックにチ

ャレンジしたり、午後は杉板を焼き、磨き、ペイントしたり、
それぞれ個性のある作品が出来楽しい１日を過ごしました。

８月９日（土）天川村林業研究グループ（代表　杉本將樹
氏）による木工教室が、天川中学校技術室において開催され
ました。
木にふれて、木のぬくもりを感じてもらい、カナヅチやノ

コギリなど道具の使い方を教えてもらいながら、子どもたち
は、汗だくになりながら貯金箱やイスなどそれぞれ考えてき
た作品を仕上げました。

平成20年７月11日、平成20年度奈良県簡易水道協会通常総
会に於いて、多年に亘る簡易水道施設の維持管理の功績が認
められ、小屋良雄氏（洞川）に奈良県簡易水道協会会長表彰
が付与されました。
小屋氏には､健康に留意され、今後も洞川簡易水道事業発展
のためご尽力頂きますようお願いします。

平成20年５月23日（社）日本河川協会通常総会において洞
川の久保彰守氏が河川愛護、自然保護の功績を称えられ全国
表彰を受けられました。
これは、昭和53年に川迫川から洞川の山上川へゲンジボタ

ルの移植を開始し、同時にホタルの喜ぶ河川、すなわち自然
環境の整った河川環境をつくるため河川清掃やみずぎわに生
息する植物の移植などを継続的におこない洞川山上川へのホ
タルの定着に成功した功績を称えられたものです。久保さん
おめでとうございました。

（社）日本河川協会全国表彰

こども野外活動体験　都祁吐山町へ行ってきました。

夏休みこども木工教室

平成20年度奈良県簡易水道協会会長表彰

たのしかったよ！
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国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 9月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 9月の予定表

※医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

見える所に貼り、ご活用下さい。

日 曜日

1 月 診　　察 診　　察 燃焼

2 火 診　　察 検 査 日 資源２

3 水 診　　察 診　　察 粗大

4 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ10:30～ 資源1

5 金 休　　　　診 燃焼

6 土 休　　　　館　　　　日

7 日 休　　　　館　　　　日

8 月 休　　　　診 燃焼

9 火 診　　察 検 査 日 不燃

10 水 診　　察 診　　察 粗大

11 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源1

12 金 診　　察 診　　察 燃焼

13 土 休　　　　館　　　　日

14 日 休　　　　館　　　　日

15 月 休　　館　　日（敬老の日）

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所
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※医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 9月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 9月の予定表

見える所に貼り、ご活用下さい。

日 曜日

16 火 診　　察 検 査 日 燃焼

17 水 診　　察 診　　察 粗大

18 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ10:30～ 資源1

19 金 診　　察 診　　察 運動機能向上教室10:30～ 燃焼

20 土 休　　　　館　　　　日

21 日 休　　　　館　　　　日

22 月 診　　察 診　　察 燃焼

23 火 休　　館　　日（秋分の日）

24 水 診　　察 診　　察 粗大

25 木 休　　診 休　　診 予防接種 資源1

26 金 診　　察 診　　察 運動機能向上教室10:30～ 燃焼

27 土 休　　　　館　　　　日

28 日 休　　　　館　　　　日

29 月 診　　察 診　　察 燃焼

30 火 診　　察 検 査 日 資源2

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

脳のトレーニング教室
参加者説明会
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◎村の医療について
■国保診療所の受診状況
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1,500�

1,000�

500�

0
19年�
11月�

19年�
10月�

受診日数（日）�

診 療 年 月 �

１日（回）あたりの医療費（円）�

受診日数� １日（回）あたりの医療費�

19年�
12月�

20年�
1月�

20年�
2月�

20年�
3月�

20年�
4月�

老人医療・後期高齢者医療（4月以降）の受診状況�

20年�
5月�

20年�
6月�

19年�
7月�

19年�
8月�

25,000�
�
20,000�
�
15,000�
�
10,000�
�
5,000�
�
0

19年�
9月�

19年�
10月�

19年�
9月�

※　老人医療の診療は４月から後期高齢者医療（長寿医療制度）となりました。
※　医療費は入院により大きく影響を受けます。各種保健事業、検診に積極的に参加し、
疾病の予防に心がけ、医師の指示をよく聞き健康維持に努めてください。

■75歳未満の国保・75歳以上の老人医療・後期高齢者医療（4月以降）の
全ての医療機関における受診状況
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毎年好評をいただいております運動機能向上教室、今年も9月より開催します！
参加対象は、65歳以上で、運動不足を感じておられる方、「最近つまづきやすくな
った」等の日常生活に関する不安をお持ちの方や、これからも元気でいきいきと生
活するために身体能力の維持・向上を希望される方です。この教室への参加を希望
される方は、ほほえみポート天川内住民課までお申し込みください。みなさまのご
参加を、こころよりお待ちしております。

日頃、目・鼻・耳・のどの症状でお悩みの方を対象に、眼科・耳鼻科検診を実施し
ます。（検診のため、治療やお薬の処方はできません。あらかじめご了承ください。）
受診のお申込を頂いた方に、後日詳しいご案内をさせていただきます。
日　　程：10月4日（土）13：15～15：30
場　　所：ほほえみポート天川　2階
申込方法：ほほえみポート天川内　住民課へお電話下さい。

※ 申込が25名に達し次第、受付を終了させて頂きますので、受診を希望される方は、お早めにお申込
ください。
※ 検診当日は、ほほえみバスの運行がありませんので、送迎をご希望の方は、お申し込み時にお申し
出下さい。

9月10日（水）～9月16日（火）までの1週間は「自殺予防週間」です。奈良県内でもここ10年間で毎年
300人近くの人が自殺で亡くなられています。これは、交通事故の5倍もの数です。奈良県では、自殺予防
を目的とした講演会などの催しが開催されます。ぜひこの機会に「命の大切さ」や「自殺予防のためにで
きること」を一緒に考えてみませんか。
※　いずれの催しも、申し込み不要・無料ですが、定員がありますのでご注意ください。
○　自殺予防シンポジウム
日時：9月13日（土）14：00～16：30 会場：帝塚山大学学園前キャンパス
内容：自殺を止めるために私たちができること（遺族の体験発表、パネルディスカッション）
問合先：帝塚山大学心理福祉学部PW教育推進室　10742－41－4499

○　こころの健康フォーラム
日時：9月15日（月・祝）13：00～16：20 会場：帝塚山大学学園前キャンパス
内容：「ストレス・うつ講座～自分を追いつめる前に」
講師 松村一矢氏（関西記念病院副院長）
問合先：奈良県臨床心理士会事務局　　　担当：山崎　1090－1154－8039

○　奈良いのちの電話協会公開講演会
日時：9月28日（日）14：00～16：00 会場：興福寺会館（興福寺境内）
内容：「生きる～生と死をめぐって」 講師 興福寺　多川俊映貫首
問合先：奈良いのちの電話協会事務局　10742－35－0500

実施期間：9月19日（金）～　翌年3月までの6ヶ月間
実施日時：毎週金曜日　10：30～12：00 まで
参加対象：天川村に住民票をおく65歳以上の方
内　　容：専門指導員による体操やストレッチを行なうことによって、運動不足の解消や日常生活を

行なう上での身体能力を高めます。

保 健 事 業
の お 知 ら せ

運動機能向上教室に参加しませんか？

へき地巡回検診（眼科・耳鼻咽喉科）のご案内

9月10日は「世界自殺予防デー」です。

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。 163－9110
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アサギマダラという蝶は、台湾や沖縄など南の島々からはるばる海を越えて本州にやって来ます。
2,000kmにも及ぶ旅をして、春は北の国を目指し、秋には新しい世代が南へと帰って行きます。
どうして旅をするのでしょう？どこを飛んでゆくのでしょう？
日本の各地でこの蝶の旅の謎に挑む人たちがいます。その方法は、捕獲した蝶の羽根にマーキング（標

識）をして放し、次に捕らえた人は更に標識を書き加えて放します。
すると移動のコースや移動にかかった日数などがわかります。
どんな花に集まるか、どこで産卵しているのかなど、蝶の生態も調

べます。
7月9日、天川村白倉谷でマーキングされた蝶を捕獲しました。数万

頭に及ぶマーク蝶の中でマーキングをされた蝶を再捕獲する事は非常
に珍しいことです。
写真の蝶の羽根のマークは「MO 59 BV 6/14」とあり、「6月14日」

「滋賀県・びわ湖バレースキー場」「大友正生さん」が捕獲してマーキ
ングした「59頭目」の蝶と言う意味があります。「KH 01 7/9 TEN」
は、「7月9日」「奈良県･天川村」「平恵子さん」のマーキングした「1頭目」という意味です。
この蝶はびわ湖バレーから25日の移動日数で南の方向に107km移動したことになります。
今は、北の方向に飛ぶ季節なのに、数日来の気象条件で、北西から南東へ流れ込む気流に捕まって天川

まで流れて来たものでしょうか。
この日に白倉谷でいっしょにマーキングした2頭と共に、再び北の方向へと飛んで行きました。
アサギマダラを調査するため、春の渡り･秋の渡りにマーキングをする会があり、何処で誰がマーキング

をしたという情報はインターネットで調べることが出来ます。
また各地のアサギマダラの出現地では、夏休みにマーキング会や観察会が盛んに行われ、小学生や親子

づれも大勢参加しています。小学生の放したアサギマダラがはるかかなたで再捕獲される例もあります。
自分のマーク蝶がはるばる飛んで南の島へ大移動するかもしれま

せん。自然豊かな天川村には、アサギマダラの好きな花がいろいろ
あります。ヒヨドリバナやヨツバヒヨドリ、アザミ、クガイソウ、
オタカラコウ、ミカエリソウ等などです。
現在、川迫川渓谷で咲いているヒヨドリバナの小群落に毎朝、十

数匹のアサギマダラが集まっています。吉野土木事務所天川出張所
のご厚意で、道路の草刈の範囲内ですが保護していただいたヒヨド
リバナです。鹿の食害で少なくなった花々を守って咲かせてやれば、
天川にはかならずアサギマダラが群れ集まるだろうと専門家の方が
言われています。小さな自然に関心を持って付き合えば、もっと天

川村のことを好きになるし、天川村の宝を守っていく事にもつながります。
いっぱい花を咲かせましょう。アサギマダラを呼びましょう。小学生の皆さん、（もちろん大人も）マー

キングに挑戦してみませんか？

旅をする蝶　アサギマダラが天川に飛んで来た！

洞川エコミュージアムセンター�洞川エコミュージアムセンター�洞川エコミュージアムセンター�

【申込み・問合せ先】〒638-0431 奈良県吉野郡天川村洞川784-32 洞川エコミュージアムセンター
10747-64-0999 50747-64-0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp

今年も天女の舞に、秋のブナの森を訪ねて歩きます。オオイタヤメイゲツの紅葉が見られるかな？
【集合場所】天川村役場駐車場（登山口送迎） 【講師】天川村教育長　井頭東洋氏
【持ち物】弁当・水筒・帽子・タオル・雨具・登山の出来る服装　【参加費】2,000円

⑨　原生のブナの森ハイキング「天女の舞の紅葉」 10月19日（土）10：00～16：30

洞川・千本谷のヨツバヒヨドリ

白倉谷で再捕獲されたアサギマダラ♂
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お し ら せ

救急出動件数は全国的に年々増加しています。その中には、緊急
性がないのに出動を依頼されることもあり、本当に緊急性のある傷
病者への対応に支障がでかねない状況となっています。
当消防組合の平成19年の救急件数は、1,627件で1,552人搬送

と過去最高となっており、10年前と比べ約1.5倍に増加しています。
この傷病者のうち720人が軽症患者であり、これは救急搬送者数

の約46％にあたります。かすり傷程度で呼んだり、風邪など急を要
する病気ではないが、どこの病院に行けばよいのかわからないので呼ぶなど、安易な要請も出動件数増加
の大きな要因になっています。
当消防組合の救急車は、管轄しています2町2村の各消防署・出張所に１台ずつ計4台配置しています。
119番通報があった場合、近くの消防署・出張所の救急車が出動しますが、もし出動中であった場合に

は他の救急車が出動することになります。
例えば、ある地域に救急が集中した場合は、遠いところから駆けつけることになります。
このままでは１分１秒を争う、助かるはずの命を救えなくなることを心配しています。
緊急の事故や病気でいつ自分の家族や友人に救急車が必要になるかわかりません。そのとき尊い生命を

救うため、いつでも救急車が利用できるよう、適正な利用をお願いします。
119番をする前に、自家用車やタクシーが利用できないか、もう一度考えてみて下さい。

中吉野広域消防組合消防本部　警防課　152‐1199（代）http://www.nakayoshino.or.jp/

「9月9日は救急の日」「救急車の適正な利用をお願いします。」
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日
（
土
）

〜
十
月
十
三
日
（
月
）
午
前
十
時
三
十
分

〜
午
後
五
時

▼
場
所：

な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
奈
良
市
西
大

寺
）
五
階
特
設
会
場

★
電
話
無
料
相
談
の
開
設

▼
日
時：

平
成
二
十
年
十
月
一
日
（
水
）
〜

十
月
三
十
一
日
（
金
）
土
日
祭
日
を
除
く

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

▼
場
所：
奈
良
県
行
政
書
士
会
事
務
局

1
〇
七
四
二
―
九
五
―
五
四
〇
〇

▼
主
催：

奈
良
県
行
政
書
士
会

▼
後
援：

奈
良
県

遺
言
を
残
し
た
り
、
土
地
建
物
や
金
銭
の

貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
、
慰
謝
料
な
ど

に
つ
い
て
契
約
す
る
と
き
は
、
遺
言
書
や
契

約
書
を
作
成
し
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
作
成
し

て
も
、
後
に
な
っ
て
、
そ
の
文
書
の
内
容
が

不
明
確
だ
っ
た
り
、
法
律
の
要
件
を
欠
い
て

い
る
と
か
で
紛
争
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ

ら
の
書
類
を
公
正
証
書
に
し
て
お
く
と
安
心

で
す
。
公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
に
よ
っ
て

任
命
さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る
も
の
で
、

公
文
書
と
し
て
強
い
証
拠
力
、
執
行
力
が
認

め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
秘
密
が
厳
守
さ
れ
、

紛
失
・
偽
造
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

公
証
業
務
に
関
し
て
の
相
談
ご
希
望
の
方

は
、
無
料
で
す
の
で
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に

下
記
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▼
相
談
日：

毎
週
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
は
除

く
）

▼
時
間：

午
前
九
時
〜
十
二
時
・
午
後
一
時

〜
五
時

▼
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

奈
良
合
同
公
証
役
場：

〒
六
三
〇
‐
八
二

五
三
奈
良
市
内
待
原
町
六
　
奈
良
県
林
業

会
館
三
階
　
1
〇
七
四
二
―
二
二
―
二
九
六

六
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
二
―
二
二
―
三
〇
七
五

高
田
公
証
役
場：

〒
六
三
五
―
〇
〇
九
五
大

和
高
田
市
大
中
九
八
　
大
和
高
田
市
役
所

東
隣
お
が
わ
ビ
ル
三
階
　
1
〇
七
四
五
―
二

二
―
七
一
六
六
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
五
―
二
二

―
一
二
五
四

「
仕
事
」
や
「
人
間
関
係
」
の
悩
み
・
ス

ト
レ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

▼
相
談
方
法：

電
話
相
談
で
す
。

専
用
電
話
　
〇
七
四
七
―
二
七
―
〇
三
〇
四

▼
相
談
日
時：
毎
月
第
三
金
曜
日
十
七
時
〜

二
十
時

《
奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
ま

す
。
》

I N F O R M A T I NO

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は

「
公
証
週
間
」
で
す

大
切
な
契
約
や
遺
言
は
公
証
役
場
で

男
性
の
た
め
の
相
談
窓
口
（
電

話
相
談
）
開
設

奈
良
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談

1 2 3 4

善 意 銀 行
金、1 0 0 , 0 0 0 円

五色 福上久美子 様

ありがとうございました



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 43.13トン
前月比 129.05％
前年同月比 94.11％

不燃 5.15トン
前月比 136.97％
前年同月比 82.14％

資源 8.50トン
前月比 121.60％
前年同月比 120.14％

粗大 2.10トン
前月比 120.00％
前年同月比 100.96％

７月のごみ
収集状況

幼�稚�園�だ�よ�り�幼�稚�園�だ�よ�り�

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
総
務
課
広
報
係（
内
線
123）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：
tenkaw

a@
vill.tenkaw

a.lg.jp

広
報
�

平
成
20年
８
月

31日
発
行
　
通
巻
379号

村のうごき

人
口

1,880人
（
＋
１
）

2008年
７
月
31日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女985人
（
＋
４
）

男895人
（
－
３
）

世
帯
数

781戸
（
－
１
）

８月８日（火）天川中学校音楽クラブ（８名）による演奏会が天川幼稚園で開かれました。

園児達がよく知っている曲の演奏をはじめ、楽器に触れたり、ゲームをしたり等、園児が音楽

に親しみ楽しめるよう工夫していただいたお陰で、楽しい音楽鑑賞会となりました。

中学生の皆さんが演奏される曲に合わせて、身体を揺り動かしたり楽器に触れたりしていたこ

ども達からは、「中学生になったら、お姉ちゃんみたいに楽器をならしたいな！」「楽器をならす

のって楽しいな！」と言う声が聞かれ、中学生への憧れの気持で小さな胸を一杯にしていました。

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙�

100
大豆油インキを使用しています�


